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幼児教育領域「環境」の指導内容に関する考察

─3法令と学生アンケートを中心として─

横井一之 *

幼児教育の指導計画の 3つの基準が改訂（定）され 2018（平成 30）年度から施行される。領域「環
境」の 3歳児以上の内容は 12 項目となる。その内容は多岐に渡り、学生にとって理解しにくくなって
いると推察できる。そこで、この改訂を機に、学生が指導内容をどれほど理解しているか、保育内容「環
境」指導法において留意して指導する点を探るために、学生へのアンケートを行う。今後の幼児への指
導、学生への保育内容指導に役立てていきたい。

1．幼児教育の3法令の改訂（定）について

ここで 3法令とは、幼稚園教育要領（以下「教育要領」と略す）、保育所保育指針（以下「保育指針」
と略す）、幼保連携型認定こども園教育・保育要領（以下「教育・保育要領」と略す）を指す（無藤　
隆（2017））。現行のものは、教育要領と保育指針は 2009（平成 21 ）年 4月 1 日から施行され、教育・
保育要領は 2015（平成 27）年 4 月 1 日から施行された。新しい 3法令は 2018（平成 30 ）年 4 月 1 日
から施行される。

2．幼児教育の3法令共通の部分について

共通に示されているものは「資質・能力の三つの柱」、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」、3
歳以上の「ねらい及び内容」である。「資質・能力の三つの柱」は表 2－ 1 のように 3項目あり、幼児
教育施設、小学校・中学校・高校を通して育てたいもので、幼児教育では非認知的能力の指導を中心と
した 3番目の項目が中心となる。

表 2－ 1　資質・能力の三つの柱（新 3法令共通）（無藤（2017））
三つの柱 幼児期の三つの柱 説　　　　　　明

知識・技能 知識及び技能の基礎 遊びや生活の中で、豊かな体験を通じて、何を感じたり、何に
気付いたり、何がわかったり、何ができるようになるのか

思考力・判断力・表
現力等

思考力・判断力・表
現力等の基礎

遊びや生活の中で、気付いたこと、できるようになったことなども使
いながら、どう考えたり、試したり、工夫したり、表現したりするか

学びに向かう力
・人間性等

学びに向かう力
・人間性等

心情、意欲、態度が育つなかで、いかによりよい生活を営むか（幼
児期は、この資質・能力の育成に特に重点をおく）

遊びや生活の中で、感性を働かせ、不思議さに気付いたり、試したり、いろいろな工夫を通じて育ま
れるものである。現行の 3法令では、この 3番目の「心情、意欲、態度」をねらいとしている。「幼児
期の終わりまでに育ってほしい姿」は、表 2－ 2のように 3歳から 5歳児後半に特に伸びていく 5領域
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の内容を10に整理したものである。領域は表2－3のように幼児の発達の側面から5つに分けたもので、
現行 3法令と同じように「健康、人間関係、環境、言葉、表現」の 5領域がある。　

表 2－ 2　幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（新 3法令共通）（無藤（2017））

①健康な心と体、②自立心、③共同性、④道徳性・規範意識の芽生え、⑤社会生活との関わり、⑥思考力
の芽生え、⑦自然との関わり・生命尊重、⑧数量・図形、文字等への関心・感覚、⑨言葉による伝え合い、
⑩豊かな感性と表現　

表 2－ 3　5領域のねらい、内容の項目数（新 3法令共通）（無藤（2017））
領　域　名 健　康 人間関係 環　境 言　葉 表　現

ねらいの項目数 3 3 3 3 3

内容の項目数  10  13 12  10 8

3．学生アンケート

（1）アンケート対象者
保育内容「環境」指導法受講者（履修済者、履修中者）
①　履修済者
　T大学教育学部 2年生 （男子 12 名、女子 46 名）　
　T大学教育学部 4年生（男子 3名、女子 4名）

表 3－ 1　被験者数（単位：名）

 

②　履修中者　
　A大学教育学部 4年生（男子 0名、女子 19 名）
　N大学教育系学部 2年生（男子 25 名、女子 12 名）

（2）アンケート実施時期
2017 年 6 月関連教科授業中にそれぞれ 15 分かけて行った。

表 3－ 2　好きな教科と性別、普通自動車免許証の有無と χ2 検定結果　
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（3）質問項目（欄外に資料として全項目を示す）
①　プロフィール
　ａ．学年　ｂ．性別　ｃ．大学名のイニシャル　ｄ．好きな教科（ 3つまで）
②　本質問
　新領域「環境」の 12 の内容について、3問の質問を 11 の内容、4問の質問を 1の内容に対して設けた。

（4）アンケート結果
①　被験者数
　表 3－ 1のとおり 121 名である。
②　好きな教科と性別 、普通自動車免許証の有無のクロス集計及び χ2 検定結果
性別により回答傾向が分かれることと、途中の設問に普通自動車免許証の有無により大きく結果

がわかれるものがあったので、以下の設問についてもクロス集計も合わせて行った。好きな教科に
ついての結果は表 3－ 2のとおりである。
③　領域「環境」の内容の定着度とクロス集計及び χ2 検定結果
結果は表 3－ 3 のとおりである。表に示した通り χ2 検定を行ったが性別、普通自動車免許証の有

無との間に何らかの傾向のある内容はなかった。

表 3－ 3　領域「環境」の内容の定着度と性別、普通自動車免許証の有無のクロス集計及び χ2 検定

④　各設問と性別、普通自動車免許証の有無のクロス集計及び χ2 検定結果
　結果は表 3－ 4のとおりである。

（5）アンケートまとめ
①　表 3－ 2は、好きと答えた教科の数と百分率を表した。好きな教科は人数が多い順に、体育 72 名、
音楽 49 名、図工 43 名、算数 37 名、家庭 36 名である。次に、好きな教科と性別、普通自動車免許
証についてクロス集計をし、検定を行った。その結果、以下のことが分かった。
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表 3－ 4　領域「環境」の各設問と性別、普通自動車免許状の有無との χ2 検 定結果

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

はっきりした傾向があったのは音楽が好きなものは女子に多いこと。傾向があったのは体育が好きな
ものは男子に多いこと、家庭科が好きなものは普通自動車免許証がないものが多いことである。
②　表3－3は新しい領域「環境」の12の内容について、「よく覚えている」と答えたら1点、「覚えている」
2点、「あまり覚えていない」3点、「覚えていない」4点として求めた平均を表したものである。そ
の平均値は 2.25 ～ 2.79 で、中央値 2.5 を境に鋭く分布している。次に、これらの 12 項目と性別、普
通自動車免許証の有無により、何らかの関係がないかクロス集計をし χ2 検定を行った。しかし、そ
の傾向は見つからなかった。

③　表 3－ 4 は新しい領域「環境」の 12 の内容に関連する質問について、強い肯定を 1点、肯定を 2
点、否定を 3点、強い否定を 4点として平均点を求めた。肯定が強い項目は順に（ 7）- 2 自分が好き
なものを大切にする、（ 5）- 2 ヒマワリは好きですか、（ 3）- 1 最近、中学生や ･･･ 衣替え ････ で、否
定が強い項目は順に（ 3）- 2 最高気温が出るのが最も日 ････、（ 4）- 1 太ったどんぐりと細いどんぐ
り ････、（ 8）- 1 自転車や自動車はこまめに ････ である。
次に、関連する質問と性別とクロス集計して χ2 検定を行い、女子の方が最近中学生などが衣替えを
したことをよく理解していること、女子の方がヒマワリを好きなこと、男子の方が余った紙をむやみに
捨てないこと、男子の方が自転車や自動車の整備をこまめにすること、普通自動車免許証を持っている
ものほど交通標識が大体わかることについて、はっきりした傾向があることがわかった。また、男子の
方が自分の住んでいる地域に人に誇れる伝統行事があることをよく知っている、数量より図形の方が得
意である、普通自動車免許証を持っているという傾向があることが分かった。そして、普通自動車免許
証を持っているものの方が自転車や自動車をこまめに整備する傾向があることが分かった。

4．考察

新 3法令の大きな変更点は、「幼児教育において育みたい 3つの資質・能力」及び「幼児期の終わり
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までに育ってほしい姿」が示され、18 歳までの教育を一貫してとらえる姿勢が示されたことと、また
幼児教育においては、3歳以上の保育内容が教育要領、保育指針、教育・保育要領において統一された
ことである。
「幼児教育において育みたい3つの資質・能力」は表2－1に示したとおりである。現行3法令の領域「環
境」のねらいは、この中に含まれる「心情・意欲・態度」を示したものであったが、新 3法令では「幼
児教育で育みたい資質・能力を幼児の生活する姿から捉えたもの」と変更されている。つまり、このね
らいは、幼児教育の発達段階では、3つ目の「学びに向かう能力・人間性等」が中心となり、現行 3法
令で捉えられていた「心情・意欲・態度」となる。よって、新 3法令でも、各領域ともねらいは 3つず
つあり、現行と大きくは変わらなかった。
表 2－ 2「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 10 項目のうち、領域「環境」と関わりが深いと思

われるのは⑤社会生活との関わり、⑥思考力の芽生え、⑦自然との関わり・生命尊重、⑧数量や図形、
標識や文字などへの関心・感覚、の 4項目である。
学生アンケートの目的は「現行教育要領」を履修した学生がどのように捉えているかを探ることであっ

た。表 3－ 3 には「新教育要領」で新しく登場する「（ 6）日常生活の中で、我が国や地域社会におけ
る様々な文化や伝統に親しむ。」という内容が含まれている。この内容は今年度までの学生は履修して
いない。12 の内容を覚えているかの回答の平均値がすべて 2から 3点の間に入り、この（ 6）の内容は、
実際は履修していないにも関わらず、10番目の得点で学生には馴染んでいるといえる。新3法令には、「内
容の取扱い（ 4）」に「文化や伝統に親しむ際には、正月や節句など我が国の伝統的な行事、国歌、唱歌、
わらべうたや我が国の伝統的な遊びに親しんだり、異なる文化に触れる活動に親しんだりすることを通
じて、社会とのつながりの意識や国際理解の意識の芽生えなどが養えるようにすること。」とある。こ
の内容は保育要領（文部省（1948））の内容（12）年中行事の流れを受けついでいると思われる。領域
「環境」は初めて登場した 1989 年には、旧領域「社会」と「自然」が合併した感が強かったが、前回の
改訂（定）で「（10）日常生活の中で簡単な標識や文字などに関心をもつ。」が加えられ、「領域「環境」
は、幼児の身近な環境を取り入れていこうとする力を養う」という意味がより深まってきたと思う。今
までは、領域「環境」で扱う内容は「自然、動植物、社会の様子、数量図形、社会的道具、愛国心」と
捉えていたが、これに「歴史観の芽生え」が加わったと考える。
前々回の改訂（定）（1998）までは、保育内容の中で特に領域「健康、人間関係、言葉、表現」の中
に納まりきれない内容が領域「環境」に置かれていると感じていたが、新 3法令では（ 6）の内容が加
わったこともあり、領域「環境」は他の 4領域を支える領域としての役目がより明確になったと思う。
今回の3法令の改訂（定）を高校教育までを視野に入れた教育全体から捉え、幼児教育の中では5領域

の関係について説きその構造論まで踏み込んで分析した。本学では、幼稚園教諭免許状のみの資格を目指
す学生もおり、そういう学生には教育要領を小学校学習指導要領等との関連から指導した方が理解しやすい
こともある。今後も、新 3法令、小学校以上の教育内容を意識しつつ、保育内容指導を進めていきたいと思う。

＜引用文献＞

無藤　隆（2017）「幼稚園教育要領」無藤　隆・汐見稔幸・砂上史子『ここがポイント！ 3法令ガイドブッ
ク』東京：フレーベル館

＜参照文献＞

文部省（1948）「保育要領―幼児教育の手引き―」文部省（1979）『幼稚園教育百年史』533-583. 大阪：
ひかりのくに



180

 幼児教育領域「環境」の指導内容に関する考察―３法令と学生アンケートを中心として―

2017.6. .  
 

( (3 ) 
 

 
2017.6.8.  
1.  

 
 

 
 

 
 

2.
 

 
 

 

 
3.  

 
 

 
 

 
 

4.  
10  

 
11

＜付録＞

アンケート用紙



181

東海学園大学教育研究紀要　第 3 号

 
12  

 
 

 
5.

13  
 

14  
 

15  
 

 
 

6.
16  

 
17  

 
 

 
 

18  
 

7.  
19  

 
20  

 
21  

 
8.

 
22  

 



182

 幼児教育領域「環境」の指導内容に関する考察―３法令と学生アンケートを中心として―

23  
 

24  

9.  
25  

 
26  

 
27  

 
10.  

28  
 

29  
 

30  
 

31
11.  

32  
 

33  
 

34  
 

12.  
35  

 
36  

37  
 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


